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1. 本報告の理解に向けて  
 

“海事技術者像の調査・解析事業（以下、本解析
事業）”は｢海事分野における高専・産業界連携によ
る人材育成システムの開発（通称：海事人材育成プ

ロジェクト）｣のひとつの事業として平成 24年度か
ら取り組んでいるものであり、本紙は平成 24〜27
年度の活動と成果について中間報告するものであ

る。 
本章では本解析事業の幾つかの成果を紹介し、本

報告の理解の一助とするものである。 
 

【平成 24 年度】先進諸国及船員の育成・就業実態

調査 
「先進諸国船員の育成・就業実態調査」を行な

い、次記する幾つかの知見等が得られた。 
 

  ヨーロッパ海運国（英国、ドイツ、ノルウェー、

オランダ、デンマーク等）の海事教育機関にお

ける海運会社等と連携した実務的な船員育成

システム、船員の就業実態とライフサイクル等

の概略を把握できた。 
  ヨーロッパ海運国における船員の確保育成に

関する歴史的・経済的背景、船員政策の変遷等

の概略も把握できた。 
  STCW 条約の改正・強化による海技の標準化

（コモディティ化）による船員の多国籍化、市

場原理に基づく船員確保は常態化しており、自

国人船員と自国籍船の単純な確保を望むこと

も、実現することも困難と考えられる。 
  ヨーロッパ海運国においては外航船員のセカ

ンド・キャリアとして陸上海事諸産業（海運、

オフショアビジネス、内航、海事サービス、港

湾物流、造船、浚渫・建設、等々）に転身（転

職）することが多く、転職市場と再教育システ

ムが船員施策（海事クラスター論）に基づき整

備されている。 
  先進諸国の船員においてはセカンド・キャリア

（船員勤務後の陸上海事諸産業への転身）を意

識したキャリアパスを確保することが求めら

れているように思えるが、日本においては終身

雇用を前提したキャリアパスのみが存在し、海

事分野の充実した転職市場は整備されておら

ず、セカンド・キャリア育成の為の再教育シス

テムも確立されていないのが実情である。 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
【平成 25 年度】アジア諸国船員の育成・就業実態

調査 
「アジア諸国船員の育成・就業実態調査」を行

ない、次記する幾つかの知見等が得られた。 
また、平成 24、25 年度の調査をまとめ、右図

に示す「先進諸国及びアジア諸国船員の育成・就

業実態調査報告」を印刷し、5 校の商船学科・一

般教養の全教員と 4連携機関に配布した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  アジア経済圏と日本経済の関連と動向、フィリ

ピン・インドの船員予備軍、船員教育機関の現

状、日本船社の人材戦略等の概略を把握できた。 
  フィリピンにおける船舶職員の供給力は極め

て大きく、質的にも向上していること、インド

における海事教育機関（大学）の学力レベルの

高さなどを把握できた。 
  アジア経済の興隆に伴う物流拠点のアジア移

転などから、日本船社のアジア船員人材の育成

強化が進んでいることも把握できた。 
  フィリピン、インドを代表とするアジア諸国船

員の船員労働市場における量的な拡大、質的な

向上は今後も続くことが予想される。 
  これからの日本の船員/海事技術者の役割は何

かを見出し、より有能かつ有用な海事人材の育

成を目指し、日本の海事教育機関の高度化を進

めことは不可避と考えられる。 
 

新たな海事教育システムの在り方 
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【平成 26 年度】日本人海事技術者のライフサイク

ル調査 
全船協並びに各校同窓会の協力を得て、次記す

る 13 項目[(1)～(13)]について、高専卒業者を対象

とした“日本人海事技術者のライフサイクルに関
するアンケート調査”を実施した。アンケート集

計・解析から下図等のグラフを得、下記のとおり

まとめるとともに、次頁右図に示す「日本人海事

技術者のライフサイクルに関するアンケート調

査報告」を平成 27年 3 月に印刷・配布した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 日本人海事技術者のライフサイクルの現状調

査 
(1)基本情報 ,(2)学歴 ,(3)勤務経歴 ,(4)研修経

歴,(5)概略年収,(6)現職満足度,(7)10 年後のキ

ャリア 
 
［解析結果のまとめ］ 商船高専卒業生が活躍

している海事産業分野は仕事としてのやりが

いがあり、職務相応な対価(報酬、休暇)も与え

られている魅力的な職域であり、後輩にも勧め

られる職域・職業と捉えている。ただし、後輩

にも勧められる職域であるが、外国人に負けな

い能力向上が不可欠となっていることも事実

として指摘された。 
 

2. 10/20 年後に活躍できる海事技術者に求めら

れる知識・技能の調査 
(8)現職分野の将来性,(9)教育経歴の現職への

寄与度 ,(10)商船高専教育の現職への寄与

度 ,(11)商船高専教育で強化すべき教育内

容,(12)商船高専卒業者の現職分野への適合

性,(13)10/20 年後の海事技術者像に関する自

由記述 

 
［解析結果のまとめ］ 現在の海事技術者は基

礎を「商船学科」で学び、実践力を「職場」で

身に付けている。高専・商船学科は海事技術者

の職務に対する動機づけ（キャリア教育）や基

礎知識（コミュニケーション能力、英語力、一

般基礎学力、専門的基礎知識）の定着を担い、

「専門学」の高度化に対応するとともに、特に、

「英語力」と「リーダーシップ、コミュニケー

ション能力」の育成を強化することが求められ

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 (26歳)

13 (31歳)

27 (38歳)
19 (44歳)

11 (48歳)

5 (57歳) 4

(5)-1 概略年収分布 (平均773)

400以下

400～600

600～800

800～1000

1000～1200

1500以上

不記載

67, 74%

4, 5%

19, 21%

(6)-1 現職満足度

満足

どちらとも言えない

不満足

58, 68%

21, 25%

6, 7%

(6)-2 現職満足度
満足の理由

1 仕事のやりがい/ 
達成感

2 充分な対価報酬
(含休暇)

3 その他(充実感、貴
重な経験）

67, 74%

12, 13%

5, 6%
6, 7%

(8)-2 現職分野の将来性
仕事にやりがいはあるか?

やりがいがある

どちらとも言えない/
仕事や本人次第で

ある

やりがいはない

不記載

28, 31%

30, 33%
5, 6%

13, 15%

11, 12%

3, 3%

(8)-3 現職分野の将来性
後輩に勧めるか?

強く勧める

勧められる/ 失うもの
も、適合性もある

どちらと言えない/ 本
人次第である

あまり勧められない

勧めない
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日本人海技技術者のライフサイクルに関するア

ンケート集計グラフの例 
 
【平成 27 年度】海事技術者像と具備すべき知識・

技能に関する調査 
平成 27年度には“高専商船学科卒業者による現

職の概要とキャリアパスに関する講演会”と“イギ

リス・トルコ・オランダ海事教育機関訪問調査”
を行ない、新たな知見を得た。 
また、得られた知見に基づき“将来の海事技術者

像と知識・技能”について検討し、達成目標である

海事技術者像と具備すべき知識・技能に関する調

査をまとめ、報告した。 
 
1. 高専商船学科卒業者による｢現職の概要とキ

ャリアパスに関する講演会｣の開催 
海事技術者像の調査・解析事業の目標である

「高専・商船学科の目指す海事技術者像と具備

すべき知識・技能の提示」につなげることを目

的として、「現職の概要とキャリアパスに関す

る講演会」を下記のとおり企画・実施した。 
海上職（航海）、海上職（機関）、陸上職（航

海）、陸上職（機関）と海洋事業職の 5 分野で
活躍している商船学科卒業生が講師となり、

「現職の概要とキャリアパスに関する講演会」

と題して、高専・商船学科卒業生のキャリアパ

スの現状等を紹介した講演会であり、「高専・

商船学科の目指す海事技術者像と具備すべき

知識・技能の提示」を目指す上で有益な多くの

知見を得た。 
 

2. イギリス・トルコ・オランダ海事教育機関訪

問調査 
“10/20年後に活躍できる海事技術者像と具備すべ

き知識・技能の提示”の達成を目指し、イギリス・

トルコ・オランダの海事教育機関で実施されてい

る海事教育の現況の調査を実施し、有益な知見を

得た。 
 
3. 海事技術者像と具備すべき知識、・技能に関す

る調査報告 
下左図に示すように、4 年間の調査・解析、各

種事業成果に基づき、高専・商船学科卒業生のキ

ャリアモデルについて総合的に検討し、海上職、

陸上職と進学者のキャリアモデルを想定した。 
キャリア変遷とともに必要となる能力、卒業時

に身に付けておくべき能力等を調査し、本サブプ

ロジェクトの最終目標である｢10/20 年後に活躍

できる海事技術者像と具備すべき知識・技能に関

する調査報告｣にまとめ、下右図に示す報告書を

平成 28年 3 月に印刷・配布した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キャリアモデルの総合検討 概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海技技術者像調査報告書 
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2. 調査・解析事業の目的と概要 
 
本調査・解析事業の目的と概要について以下に記

す 
 
2-1 調査・解析の目的 
海事人材育成プロジェクトにおける「3.2 確実な
海事教育システムの提示」の目的は“高専・商船学

科が求められている人材を確実に育成し得る新た

な海事教育システムの開発と提示”であり、商船学

科教員が新たな海事教育システムを開発するには”
高専・商船学科教員が海事社会に求められている人

材と具備すべき知識・技能を調査した上で、現行の

高専・商船学科カリキュラムを分析すること”が不

可欠と考えられる。 
 
そこで、本調査・解析事業では高専・商船学科が

求められている人材を確実に育成し得る海事教育

システム、商船学科コアカリキュラム等の開発・提

示する上で必要不可欠となる“現行カリキュラムの

調査・解析”、および “海事教育セミナーの試み”等
を企画、実施したものである。 
 
 
2-2 調査・解析の概要 
  上記目的の達成を目指し、平成 27年度に、次記
する 2テーマを企画した。 
 
(1) 現行カリキュラムの調査・解析 

五校商船学科の現行カリキュラムの各科目

を大きく３種類（基礎・専門・横断的な能力強

化のための科目）に振り分ける調査・解析を行

い、現行カリキュラムの特徴及び海事社会に求

められる人材が具備すべき知識・技能の強化に

つながる科目の要件を明らかにするために実

施された。特に、後者を明らかにするために、

次の 4つの視点 (1)基礎知識（英語力､一般基礎

学力､専門的基礎知識）の育成手法、(2) リーダ

ーシップ、コミュニケーション能力の育成手法、

(3) 海事技術者の職務に対する動機づけ（キャ

リア教育）の具現化、(4) 人材育成上における
産学連携の強化とその具体化に基づいて解析

された。 
 

(2) 海事教育セミナーの試み 
本セミナーは、(1) 4連携機関の講演を 5高
専・商船学科学生にGI-NET（遠隔  講義シス

テム）で配信した講演会と(2)富山高専・商船学

科の 2，3年生に直接話しかけた講演会の 2 種

類のセミナーから構成され、高専・商船学科に

おける今後の産学協働教育の方法・内容等につ

いて検討するための試みでもあり、セミナー毎

に学生にアンケートを行うとともに、全セミナ

ー終了後に検討会も行った。 
 

3. 現行カリキュラムの調査・解析 
 
平成 27年度に実施された本解析事業の調査方法、

結果及び考察を以下に記す。 
 
3-1 現行カリキュラムの調査方法 
平成 27年度に実施した現行カリキュラム調査は

5つの高専・商船学科（航海・機関学科）を対象に

実施した。アンケート調査の内容（仕様）等は以下

の通りである。 
 
3-1-1 調査項目 
(1) 3 つの分析指標 

 5つの高専・商船学科カリキュラムを比べる

ために、調査項目を 3つの分析指標に分けた。

3つの分析 指標とは、「技術者が分野共通で備

えるべき基礎的能力（以下、基礎能力）」、「技

術者が備えるべき分野別の専門的能力（以下、

専門能力）」、そして「技術者が備えるべき分野

横断的能力（以下、横断能力）」である。なお、

これらの分析指標は「独立行政法人国立高等専

門学校モデルコアカリキュラム（試案）平成

24年 3 月 24 日」で用いられている学習成果評

価指標であり、商船学科用に若干の項目変更を

加えて今回のアンケートの指標に使用した。 
5 商船学科教員が商船学科の各科目がどの

能力に該当するかをアンケート用紙へ記入し、

分析データとした。今回はこれらのデータを分

析した結果を報告する。 
なお、分析する際のルールとして、入力指針

を設けることにより同等内容の科目（例えば、

数学や国語等）において各校の入力項目に大き

く違いが無いようにした。 
設定した入力指針は 7-1 原稿カリキュラム

本報告は４年間の成果として得られた

人材目標である「10/20 年後に活躍で

きる海技技術者像と具備すべき知識・

技能」を育成する“新たな海事教育シ

ステムの構築と実現”を目指して、平

成 27年度に実施した検討・調査・解析

について報告するものである。 
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調査・解析資料の(1) カリキュラム分析シート

入力指針(CG-1～3)に示す。 
 

(2) 分析指標 1「技術者が分野共通で備えるべき

基礎的能力（基礎能力）」 
技術者が分野共通で備えるべき基礎的能力

は「数学」、「自然科学」、「人文・社会科学」、

「工学基礎」の 4分野で構成される。 
これらの分野はさらに次の項目に設けられ

ている。 
数学分野は「数学」の１項目に、自然科学分

野は「物理」、「物理実験」、「化学」、「化学実験」、

「ライフサイエンス・アースサイエンス」の 5
項目に、人文・社会科学分野は「国語」、「英語」、

「社会」の 3 項目に、最後に、工学基礎分野は

「工学リテラシ」、「技術者倫理」、「情報リテラ

シ」、「工学史」、「グローバリゼーション・異文

化多文化理解」の 5 項目に分けられている。 
 
(3) 分析指標 2「技術者が備えるべき分野横断的

能力（横断能力）」 
技術者が備えるべき分野横断的能力は「汎用

技能」、「態度・志向性（人間力）」、「資質」、「総

合的な学習経験と創造的思考力」の 4分野で構

成される。 
これらの分野はさらに次の項目に設けられ

ている。 
汎用技能分野は「コミュニケーション」、「合

意形成」、「情報収集・活用・発信力」、「課題発

見」、「論理的思考力」の 5 項目に、態度・志向

性（人間力）分野は「主体性」、「自己管理力」、

「責任感」、「チームワーク力」、「リーダーシッ

プ」、「倫理観（独創性の尊重、公共心）」の 6
項目に、資質分野は「離家庭性・適応性・耐性」、

「未来志向性・キャリアデザイン力」の 2 項目

に、最後に、総合的な学習経験と創造的思考力

分野は「創成能力」、「エンジニアリングデザイ

ン能力」の 2 項目に分けられている。 
 
(4) 分析指標 3「技術者が備えるべき分野別の専

門的能力（専門能力）」 
技術者が備えるべき分野別の専門的能力は

「分野別専門工学（航海系）」、「分野別専門工

学（機関系）」、「分野別の工学実験・実習能力」、

「専門的能力の実質化」の 4分野で構成される。 
これらの分野はさらに次の項目に設けられ

ている。 
分野別専門工学（航海系）分野は「航海に関

する科目」、「運用に関する科目」、「法規に関す

る科目」の 3 項目に、分野別専門工学（機関系）

分野は「機関に関する科目」、「執務一般に関す

る科目」の 2 項目に、分野別の工学実験・実習

能力分野は「実験・校内練習船」の 2 項目に、

最後に、専門能力の実質化分野は「インターン

シップ」、「PBL教育」、「共同教育」の 3 項目

に分けられている。 
 

3-1-2 アンケート用紙 
上述の分析指標 1, 2, 3の項目を入力できるアン

ケート用紙を作成し、調査に供した。送付・回収し

たアンケートセットは 7-1 原稿カリキュラム調

査・解析資料の(2) カリキュラム分析シート(CS-1
～18)に示すものであり、下記構成となっている。 
① 入力指針（カリキュラム分析シート入力指針） 
② アンケート（カリキュラム分析シート） 
 
3-1-3 アンケート対象者 
 アンケート対象は 5高専商船学科であり、各校担

当教員へ依頼し入力していただいた。 
 
3-1-4 アンケートの発送・回収の時期 
 アンケートは平成 27年 10 月中旬に発送し、平

成 28年 1 月下旬に回収した。 
 
3-2 現行カリキュラムの調査結果 
(1) 5 高専商船学科の総単位数の状況 

５高専商船学科の総単位数の状況は以下の

とおりであった。なお、参考情報として、高等

専門学校設置基準によると全課程修了に必要

な単位数は、「商船に関する学科にあつては練

習船実習を除き百四十七単位以上（そのうち、

一般科目については七十五単位以上、専門科目

については六十二単位以上とする。）とする。」

である。 
・ 最小単位数 147単位に近いのは広島と弓削
である。一方で大島・鳥羽・富山は総単位数

173〜184単位であった。各校ともに一般科

目が専門科目より多かった。 
・ 広島と弓削は選択単位が０〜１単位でほぼ

無かった。一方で大島・鳥羽・富山は 33〜110
単位と多いことが分かった。 

・ 学修単位は、鳥羽が 58単位と多く、広島は 0
単位であり、学校によりばらつきがあった。 
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5高専商船学科の総単位数の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5高専商船学科の学修単位数 
 
(2) 5 高専商船学科の 3 能力の総単位数の状況 

  ここで、3 能力の総単位数を説明する。例え

ば国語（2単位）が基礎能力および横断能力に

２単位ずつ重複して入力されていれば、両能力

にそれぞれ 2単位を加えている。このように、

すべての科目の重複入力を認めた総単位数を 3
能力の単位数という。5高専商船学科の 3 能力

の総単位数の状況は以下のとおりであった。 
・ 鳥羽と富山が 3 能力の総単位数が 350単位
と多かった。これは１科目当たり 2 能力に

重複されていることを示す。 
・ 能力ごとに総単位数を見ると、基礎能力、

横断能力、専門能力の順に総単位数が多か

った（弓削のみは横断能力よりも専門能力

が多い）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5高専商船学科の 3 能力に関わる総単位数 
 
(3) 基礎能力の総単位数の内訳 

5高専商船における基礎能力の総単位数の内

訳は次のとおりである。 
・ 基礎能力単位数が多い学校（鳥羽・富山・

広島）は、基礎能力内の分野「工学基礎」

と「人文・社会科学」を主に増やしている。 
・ さらに、基礎能力に関係している科目種類

（一般科目・専門科目）で見ると、基礎能

力単位数が多い学校（鳥羽・富山・広島）

は、専門科目の単位数が多い。したがって、

これらの学校では専門科目が基礎能力に使

用されていることが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  5高専商船学科の基礎能力に関わる総単位数の

内訳と科目種類 
 
(4) 横断能力の総単位数の内訳 

 5高専商船における横断能力の総単位数の内
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訳は次のとおりである。 
・ 5 校で共通していることは、横断能力内の

分野「汎用技能」、次いで「人間力」の順で

多くの単位数を持っている。 
・ 「資質」と「総合的な学習経験と創造的思

考力」は、「汎用技能」と「人間力」に比べ

て単位数が少なかった。 
・ 「汎用技能」と「人間力」の単位数が多い

理由は、入力アンケートを見ると、一般科

目と専門科目の両方の単位数が多く入って

いるためである。 
・ 「資質」と「総合的な学習経験と創造的思

考力」の単位数が少ない理由は、入力アン

ケートを見ると、専門科目でほとんど占め

られおり一般科目は芸術科目程度で非常に

少ないためである。 
・ 横断能力に関係している科目種類（一般科

目・専門科目）で見ると、横断能力単位数

が多い学校（鳥羽・富山・広島）は、専門

科目の単位数が多い。したがって、これら

の学校では専門科目が横断能力に多く使用

されていることが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   5高専商船学科の横断能力に関わる総単位数

の内訳と科目種類 
 
(5) 専門能力の総単位数の内訳 

 5高専商船における専門能力の総単位数の内

訳は次のとおりである。 
・ 専門能力の総単位数は、他能力に比べて学

校間で大きな違いはなかった。 
・ 専門能力内の分野は、航海が「運用に関す

る科目」、「航海に関する科目」、「法規に関

する科目」の順に、機関が「機関に関する

科目」、「執務一般に関する科目」の順に多

かった。これは、三級海技士養成施設単位

数の配分比率にしたがった順である。 
・ 専門能力に関係している科目種類（一般科

目・専門科目）で見ると、5 校は略専門科

目によって占められている。したがって、

専門能力にはほぼ専門科目のみが使用され

ていることが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5高専商船学科の専門能力に関わる総単位数の内訳 
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3-3 考察 
 前述の調査結果を踏まえ、次の 4つの視点に基づ

き考察を実施した。 
 
• 基礎知識（英語力､一般基礎学力､専門的基礎知

識）の育成手法 
• リーダーシップ、コミュニケーション能力の育

成手法 
• 海事技術者の職務に対する動機づけ（キャリア

教育）の具現化 
• 人材育成上における産学連携の強化とその具

体化 
 
(1) 基礎知識（英語力､一般基礎学力､専門的基礎

知識）の育成手法 
基礎知識（英語力､一般基礎学力､専門的基礎

知識）を、3つの分析指標（基礎能力・横断能

力・専門能力）のいずれかに当てはめると、基

礎能力に該当すると考えられる。 
基礎能力の解析結果から、基礎能力単位数が

多い学校は、専門科目を使って基礎能力に対応

していることから、表 1と表 2に基礎能力分野

の「工学基礎」および「人文・社会科学」に対

応した専門科目を示した。 
表 1を見ると、鳥羽・富山・広島において、

主に理数系の多くの専門科目が「工学基礎」に

対応しているということが分かった。また、表

2を見ると、各校が英語系の専門科目を使用し

て「人文・社会科学」に対応していることが分

かった。 
このことから、基礎知識の英語力および専門

的基礎知識に関して、専門科目を用いて育成を

試みていることから、基礎能力単位数が少ない

学校もこの育成法を利用すべきであると考え

る。また残りの基礎知識の一般基礎学力に関し

て、三級海技士に必要な知識・実務を念頭にし

た教授範囲を定め、その範囲内の一般基礎学力

を高めることが必要と考えられる。 
 

表 1 基礎能力の分野「工学基礎」に対応した専門

科目 
学校

名 

工学基礎に対応した専門科目名 

大島 情報処理 

鳥羽 航海概論、機関概論、電気電子理論、基礎船舶工学、情報

リテラシ1・2、基礎力学、応用数学1・2、商船学演習、情

報処理、船舶通信概論、小型船舶論、貿易物流論、船舶設

計論、海運政策論、船舶通信論、海運実務論、機関実務、

船舶安全論、基礎統計学、表現技法、海事国際法、運送保

険論、環境科学論、危機管理論、計測制御工学1・2、船舶

補助機関学1・2・3、電気機器1・2、パワーエレクトロニ

クス、内燃機関学1・2・3、燃料・潤滑工学、蒸気原動機

工学1・2・3、熱力学、流体力学、機械製図1・2、工業材

料1・2、機関学実務、トライポロジー学、制御論、応用先

端材料、極限熱輸送工学、設備機械、電力応用工学 

富山 舶用機関概論Ⅰ・Ⅱ、電気･電子工学Ⅰ・Ⅱ、電子回路、電

気機器、船舶工学Ⅰ・Ⅱ、計測･自動制御工学Ⅰ・Ⅱ、船舶

工学特論、海法特論、船体管理特論、制御システム特論、

電気電子工学特論、蒸気原動機特論、生産システム工学、

熱機関工学、地球環境流体力学、伝熱工学、材料学特論、

航海概論Ⅰ・Ⅱ、運用概論Ⅰ・Ⅱ、航海計測論Ⅰ・Ⅱ、船

体管理論Ⅰ・Ⅱ、海上交通論Ⅰ・Ⅱ、船体運動論、海運論

Ⅰ・Ⅱ、航法システム論、航海力学Ⅰ・Ⅱ、情報処理Ⅰ・

Ⅱ、力学Ⅰ・Ⅱ、内燃機関学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、工業熱力学

Ⅰ・Ⅱ、材料学Ⅰ・Ⅱ、蒸気原動機工学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、補助

機械工学Ⅰ・Ⅱ、パワーエレクトロニクスⅠ・Ⅱ、工業材

料学Ⅰ・Ⅱ、設計製図Ⅰ・Ⅱ、流体工学Ⅰ・Ⅱ、航海概論

Ⅰ・Ⅱ、機関学ゼミ 

広島 商船概論、電気基礎、情報処理、船用機関工学、工業力学、

地文航法、航路論、天文航法、航海計器、無線工学、操船

論、船体管理論、雑賀論、物流管理論、内燃機関Ⅰ・Ⅱ、

熱流体力学、電気電子工学、設計製図、材料力学、流体機

械Ⅰ・Ⅱ、蒸気工学Ⅰ・Ⅱ、推進システム工学、計測自動

制御、機械力学Ⅰ・Ⅱ、造船工学、電気機械、数値計算、

機関管理 

弓削 基礎力学、材料力学、熱力学、情報処理１・２、電磁気学、

電気工学１ 

 

表 2 基礎能力の分野「人文・社会科学」に対応し

た専門科目 
学校

名 

人文・社会化学に対応した専門科目名 

大島 海事英語 

鳥羽 海事英語、貿易物流論、海運政策論、航海英語、運送保険

論、機関英語 

富山 航海英語Ⅰ・Ⅱ、機関英語Ⅰ・Ⅱ、英語プレゼン 

広島 海事英語基礎、航海英語、機関英語 

弓削 専門英語Ⅰ・Ⅱ 

 
(2) リーダーシップ、コミュニケーション能力の

育成手法 
リーダーシップおよびコミュニケーション

能力を、3つの分析指標（基礎能力・横断能力・

専門能力）のいずれかに当てはめると横断能力

に該当し、さらに詳細に分類するとコミュニケ

ーション能力は横断能力内の分野「汎用技能」

に、リーダーシップは「人間力」に該当すると

考えられる。 
横断能力の解析結果から、「汎用技能」およ

び「人間力」分野は一般科目および専門科目の

両科目が使用されていることが分かっている。

この両分野に対応している一般・専門科目のう

ち、横断能力の強化を目的とした科目を表 3
と表 4に示した。 
表 3および表 4を見ると、4つの方法による

科目が浮かび上がった。1つは基礎実習などの

練習船を活用した「練習船実習」、卒業研究や

航海学ゼミ等の「演習授業」、海外研修やイン

ターンシップの「研修授業」、さらにキャリア

デザイン、表現技法などの「横断能力に的を絞

った講義授業」があることが分かった。これら

4つの方法のうち、研修授業および横断能力に

的を絞った講義授業は発展途上にある科目で

あるため今後に期待できると考えられる。 
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表 3 横断能力の分野「汎用技能」の強化を目的と

する科目 
学校

名 

「汎用技能」の強化を目的とする科目名 

大島 卒業研究 

鳥羽 卒業研究、小型船舶実習、特別講義、海外研修、インター

ンシップ、航海実務、表現技法 

富山 卒業研究、インターンシップ、航海学ゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ、機

関学ゼミ 

広島 卒業研究、基礎実習、機関演習 

弓削 卒業研究、商船学セミナー 

 

表 4 横断能力の分野「人間力」の強化を目的とす

る科目 
学校

名 

「人間力」の強化を目的とする科目名 

大島 卒業研究 

鳥羽 卒業研究、キャリアデザイン１・２・３、小型船舶実習、

特別講義、海外研修、インターンシップ、航海実務 

富山 卒業研究、インターンシップ、航海学ゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ、機

関学ゼミ 

広島 卒業研究、基礎実習、機関演習 

弓削 卒業研究 

 
(3) 海事技術者の職務に対する動機づけ（キャリ

ア教育）の具現化 
海事技術者の職務に対する動機づけ（キャリ

ア教育）を、3つの分析指標（基礎能力・横断

能力・専門能力）のいずれかに当てはめると横

断能力内の分野「資質」に該当すると考えられ

る。 
横断能力の解析結果から、「資質」分野は専

門科目が使用されていることが分かっている。

この分野に対応している専門科目のうち、横断

能力のみを目的とした科目を表 5に示した。 
表 5を見ると、先に述べた 4つの方法が浮

かび上がった。これら 4つの方法のうち、キャ

リア教育に的を絞った講義授業、および研修授

業がこれまでになく有効と考えられる。現役海

技士による講演を実施して学生の動機につな

げるなどの工夫が求められる。 
 
表 5 横断能力の分野「資質」の強化を目的とする

科目 
学校

名 

「資質」の強化を目的とする科目名 

大島 キャリアセミナー、練習船実習 

鳥羽 小型船舶実習、特別講義、海外研修、インターンシップ、

練習船実習 

富山 インターンシップ、航海実務、機関実務、航海学ゼミⅠ・

Ⅱ・Ⅲ、機関学ゼミ、練習船実習 

広島 基礎実習、機関演習、練習船実習 

弓削 練習船実習 

 
(4) 人材育成上における産学連携の強化とその具

体化 
先述した横断能力（人間力・資質）の養成の

ためのインターンシップなどの研修授業とキ

ャリアデザインなどの的を絞った講義授業の

実現化のためには、企業側に学生を派遣（イン

ターンシップ）、あるいは、現役海技士の学校

側への派遣協力を要請する必要がある。したが

って、この 2つの目的に付随するこれまで以上

の産学連携の強化に取り組む必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


